
策

　　　 

※決算額につ

名

いては、端数処理によ

農

り、他資料の決算額と

業

差異が生じている場合

基

もあります。

本目標 交流と賑わいのあ

No. 事務事業名 活動

る

内容 コスト（事業費：

ま

千円）

農振計画変更と

ち

農地流動化推進事業 令

要

和　２年度 令和　３年

施

度 令和　３年度 令和　

策

４年度 令和　２年度 令

の

和　３年度 令和　３年

目

度 令和　４年度
活動指

的

標名 単位
実績 計画 実績

地

計画 決算 当初予算 決算

域

当初予算
全体事業概要

の

①
農用区域面積/市街

特

化調 ％ 54 50 54
農

性

地の保全や農地の流動

を

化を促進するため、農

生

地中間 整区域内の農用

か

地面積
管理事業を活用

し

して、規模拡大を図る

た

担い手への農地 0 49

農

133 147
の集積を

業

進めるとともに、近年

に

増加傾向にある荒廃農

よ

②地の発生予防と農地

る

の再生に取り組む。

令

農

和　５年度の優先度

③

業

2 　□ Ａ　　　 □

者

 Ｂ　　　 □ Ｃ　

の

　　 □ Ｄ　

令和３

経

年３月に行われた農業

営

振興地域整備計画の定

の

期見直しにより、農用

安

地区域（青地）面積の

定

数字の精査が行
□ 計

と

画どおり   
令和　

所

３年度 われ、市街化調

得

整区域内の農用地面積

向

にかかる農用地区域面

上

積が減少した。
■ 遅

、

延         

生

の評価
□ 進展なし 

産

    

■ 維持　□

力

 拡大 10ha以上の

の

集団農地に存する農用

強

地区域外の農地（白地

化

）については、農用地

に

区域への編入の検討を

よ

行う。
事業区分 □ 自

り

治事務   □ 法定

、

受託   □ その他

地

今後の方向性 □ 縮小

域

　□ 改善
（改善措置

農

等）□ 休止　□ 終

業

了
計画対象 □ 実施計

を

画査定対象  □ 行

活

政改革対象 
□ 廃止

性

　　　　 

化させること。

施策の方向 農業基盤整備の推進

各活動指標により、計画値を達成したものと達成できなかったものがそれぞれあるが、概ね計画通り進められたと考える。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も継続して進めていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

鳥獣被害対策事業 令和　２年度 令和　３年度 令和　３年度 令和　４年度 令和　２年度 令和　３年度 令和　３年度

1

令和　４年度
活動指標

頁

名 単位
実績 計画 実績 計

令

画 決算 当初予算 決算 当

和

初予算
全体事業概要

①

 

鳥獣被害対策実施隊に

3

よ 回 110 53 110

年

近年増加傾向にある鳥

度

獣による農作物被害に

　

対し、現 る活動
場での

　

実践的な対策を担う体

事

制の整備、人材育成を

務

図 0 1,641 1,3

事

52 1,533
る。

②

業

有害鳥獣残渣処理 件 4

評

0 45 40

令和　５年

価

度の優先度

③
有害鳥獣

表

捕獲業務（委託 頭 25

（

0 210 250
1 ） 　

個

□ Ａ　　　 □ Ｂ

票

　　　 □ Ｃ　　　

）

 □ Ｄ　

鳥獣被害対

課

策実施隊の活動回数は

名

のべ53回、有害鳥獣

産

捕獲頭数は210頭だ

業

ったが、市民からの通

文

報内容や生息個
■ 計

化

画どおり   
令和　

部

３年度 体数に左右され

農

る面もあるため、一律

政

の評価は難しい。
□ 

課

遅延        

作

 
の評価

□ 進展なし

成

     

■ 維持　

日

□ 拡大 猟友会と民間

令

受託業者のそれぞれの

和

強みを最大限活用し、

　

効率的な捕獲活動と被

４

害軽減施策を講じてい

年

く。
事業区分 □ 自治

　

事務   □ 法定受

８

託   □ その他
今

月

後の方向性 □ 縮小　

　

□ 改善
（改善措置等

５

）□ 休止　□ 終了

日

計画対象 □ 実施計画

概

査定対象  □ 行政

施

改革対象 
□ 廃止　



策

※決算額については、

名

端数処理により、他資

農

料の決算額と差異が生

業

じている場合もありま

基

す。

本目標 交流と賑わいの

No. 事

あ

務事業名 活動内容 コス

る

ト（事業費：千円）

市

ま

単独事業費補助金 令和

ち

　２年度 令和　３年度

要

令和　３年度 令和　４

施

年度 令和　２年度 令和

策

　３年度 令和　３年度

の

令和　４年度
活動指標

目

名 単位
実績 計画 実績 計

的

画 決算 当初予算 決算 当

地

初予算
全体事業概要

①

域

耕作放棄再生面積 ha

の

1 0 1
耕作放棄地の再

特

生・営農定着を促進す

性

るため、障害物
除去、

を

深耕、整地、土壌改良

生

等に要する経費の一部

か

を 0 360 0 350
支

し

援する。
②

耕作放棄地

た

再生利用事業 件数 2 0

農

2
補助金交付件数

令和

業

　５年度の優先度

③4

に

　□ Ａ　　　 □ 

よ

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

る

　 □ Ｄ　

耕作放棄

農

地の再生を希望する農

業

家がいなかったため０

者

件となった。
□ 計画

の

どおり   
令和　３

経

年度
□ 遅延    

営

     
の評価

■ 

の

進展なし     

■

安

 維持　□ 拡大 日当

定

たり、傾斜、進入路な

と

ど耕作条件の良い耕作

所

放棄地については、再

得

生を希望する農家が一

向

定数いることから
事業

上

区分 □ 自治事務  

、

 □ 法定受託   

生

□ その他
今後の方向

産

性 □ 縮小　□ 改善

力

現状を維持する。
（改

の

善措置等）□ 休止　

強

□ 終了
計画対象 □ 

化

実施計画査定対象  

に

□ 行政改革対象 
□

よ

 廃止　　　　 

り、地域農業を活性化させること。

施策の方向 農業基盤整備の推進

各活動指標により、計画値を達成したものと達成できなかったものがそれぞれあるが、概ね計画通り進められたと考える。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も継続して進めていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

国・県支出金を伴う事業費補助金 令和　２年度 令和　３年度 令和　３年度 令和　４年度 令和　２年度 令和　３年

2

度 令和　３年度 令和　

頁

４年度
活動指標名 単位

令

実績 計画 実績 計画 決算

和

当初予算 決算 当初予算

 

全体事業概要
①

荒廃農

3

地再生・集積促進 件数

年

2 0 2
・機構集積協力

度

金交付事業費補助金 事

　

業費補助金交付件数
農

　

地集積に協力する出し

事

手等に対して、協力金

務

を交付 0 750 0 75

事

0
する。

②・荒廃農地

業

再生・集積促進事業費

評

補助金
荒廃農地等を再

価

生利用する取組を推進

表

し、荒廃農地の 令和　

（

５年度の優先度
発生防

個

止と解消を図るため、

票

再生作業、土壌改良等

）

に
③3 要する経費を支

課

援する。 　□ Ａ　　

名

　 □ Ｂ　　　 □

産

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

業

荒廃農地の再生を希望

文

する農家がいなかった

化

ため０件となった。
□

部

 計画どおり   
令

農

和　３年度
□ 遅延 

政

        
の評

課

価
■ 進展なし   

作

  

■ 維持　□ 拡

成

大 日当たり、傾斜、進

日

入路など耕作条件の良

令

い荒廃農地については

和

、再生を希望する農家

　

が一定数いることから

４

現
事業区分 □ 自治事

年

務   □ 法定受託

　

   □ その他
今後

８

の方向性 □ 縮小　□

月

 改善 状を維持する。

　

（改善措置等）□ 休

５

止　□ 終了
計画対象

日

□ 実施計画査定対象

概

  □ 行政改革対象

施

 
□ 廃止　　　　 



策名 農業 基本目標 交流

No. 事務事業名 活動

と

内容 コスト（事業費：

賑

千円）

国・県建設事業

わ

に係る負担金 令和　２

い

年度 令和　３年度 令和

の

　３年度 令和　４年度

あ

令和　２年度 令和　３

る

年度 令和　３年度 令和

ま

　４年度
活動指標名 単

ち

位
実績 計画 実績 計画 決

要

算 当初予算 決算 当初予

施

算
全体事業概要

①
土地

策

改良事業数 事業 6 6 6

の

国・県が施行する土地

目

改良事業に対し、事業

的

別に定め
られた率で、

地

事業費の一部を市が負

域

担する。農道の拡 0 7

の

0,540 65,08

特

3 75,089
幅や舗

性

装等、農道整備を、地

を

域要望を反映させなが

生

ら
②、持続的発展に向

か

けた基盤作りを行う。

し

令和　５年度の優先度

た

③6 　□ Ａ　　　 

農

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

業

　　　 □ Ｄ　

一部

に

事業で事業費の増減は

よ

あったものの、概ね計

る

画どおりに実施した。

農

■ 計画どおり   

業

令和　３年度
□ 遅延

者

         
の

の

評価
□ 進展なし  

経

   

■ 維持　□ 

営

拡大 農道整備や圃場整

の

備、農業用施設整備事

安

業等の土地改良事業を

定

、今後も地域要望を反

と

映させながら継続的に

所

実施
事業区分 □ 自治

得

事務   □ 法定受

向

託   □ その他
今

上

後の方向性 □ 縮小　

、

□ 改善 していく。
（

生

改善措置等）□ 休止

産

　□ 終了
計画対象 ■

力

 実施計画査定対象 

の

 □ 行政改革対象 

強

□ 廃止　　　　 

化により、地域農業を活性化させること。

施策の方向 農業基盤整備の推進

各活動指標により、計画値を達成したものと達成できなかったものがそれぞれあるが、概ね計画通り進められたと考える。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も継続して進めていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

国・県支出金を伴う事業費補助金 令和　２年度 令和　３年度 令和　３年度 令和　４年度 令和　２年度 令和　３年

3

度 令和　３年度 令和　

頁

４年度
活動指標名 単位

令

実績 計画 実績 計画 決算

和

当初予算 決算 当初予算

 

全体事業概要
①

市内活

3

動組織 組 3 3 3
農業・

年

農村の有する多面的機

度

能の維持管理を図るた

　

め
、草刈り作業や花壇

　

の管理など地域の共同

事

活動に対し 0 3,18

務

9 3,189 3,18

事

9
『多面的機能支払交

業

付金』を利用した支援

評

を行い、地
②域資源の

価

適切な保全管理を推進

表

する。

令和　５年度の

（

優先度

③5 　□ Ａ　

個

　　 □ Ｂ　　　 

票

□ Ｃ　　　 □ Ｄ

）

　

活動組織に対し、適

課

切な支援を行うことが

名

できた。
■ 計画どお

産

り   
令和　３年度

業

□ 遅延      

文

   
の評価

□ 進展

化

なし     

■ 維

部

持　□ 拡大 引き続き

農

、草刈りや花壇の管理

政

をはじめとした地域の

課

共同活動に対し、適切

作

な支援を行うよう努め

成

る。
事業区分 □ 自治

日

事務   □ 法定受

令

託   □ その他
今

和

後の方向性 □ 縮小　

　

□ 改善
（改善措置等

４

）□ 休止　□ 終了

年

計画対象 □ 実施計画

　

査定対象  □ 行政

８

改革対象 
□ 廃止　

月

　　　 

※決算額につ

　

いては、端数処理によ

５

り、他資料の決算額と

日

差異が生じている場合

概

もあります。

施



策名 農業 基本

No

目

. 事務事業名 活動内容

標

コスト（事業費：千円

交

）

農業用施設維持管理

流

事業 令和　２年度 令和

と

　３年度 令和　３年度

賑

令和　４年度 令和　２

わ

年度 令和　３年度 令和

い

　３年度 令和　４年度

の

活動指標名 単位
実績 計

あ

画 実績 計画 決算 当初予

る

算 決算 当初予算
全体事

ま

業概要
①

修繕 件 12 2

ち

5 12
農道や農業用水

要

路において、農業者の

施

安全を保ち、地
域農業

策

の振興を図るため、必

の

要な修繕や草刈り等を

目

実 0 11,023 15

的

,975 13,866

地

施する。
②

草刈り 件 2

域

3 2

令和　５年度の優

の

先度

③
土砂撤去 件 2 6

特

3
8 　□ Ａ　　　 

性

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

を

　　　 □ Ｄ　

大雨

生

被害により農道土砂撤

か

去の件数が計画よりも

し

多くなった。また、農

た

業用施設の老朽化が散

農

見され、緊急修繕
■ 

業

計画どおり   
令和

に

　３年度 の対応も計画

よ

より多くなった。
□ 

る

遅延        

農

 
の評価

□ 進展なし

業

     

■ 維持　

者

□ 拡大 パトロールな

の

どを行い、施設の経年

経

劣化等の把握に努める

営

。また、気象情報や湧

の

水量の情報収集を行う

安

。
事業区分 □ 自治事

定

務   □ 法定受託

と

   □ その他
今後

所

の方向性 □ 縮小　□

得

 改善
（改善措置等）

向

□ 休止　□ 終了
計

上

画対象 ■ 実施計画査

、

定対象  □ 行政改

生

革対象 
□ 廃止　　

産

　　 

力の強化により、地域農業を活性化させること。

施策の方向 農業基盤整備の推進

各活動指標により、計画値を達成したものと達成できなかったものがそれぞれあるが、概ね計画通り進められたと考える。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も継続して進めていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

農免農道維持管理補修事業 令和　２年度 令和　３年度 令和　３年度 令和　４年度 令和　２年度 令和　３年度 令和

4

　３年度 令和　４年度

頁

活動指標名 単位
実績 計

令

画 実績 計画 決算 当初予

和

算 決算 当初予算
全体事

 

業概要
①

草刈り等 件 1

3

1 1
農免農道の定期的

年

なパトロールを行い、

度

維持管理、補
修などを

　

行う。 0 3,752 4

　

,148 3,652

②

事

土砂撤去等 件 1 4 1

令

務

和　５年度の優先度

③

事

修繕 件 1 1 1
7 　□ 

業

Ａ　　　 □ Ｂ　　

評

　 □ Ｃ　　　 □

価

 Ｄ　

概ね当初予算通

表

り事業を執行できた。

（

ただし、大雨被害の対

個

応により土砂撤去の実

票

施件数が多くなった。

）

■ 計画どおり   

課

令和　３年度
□ 遅延

名

         
の

産

評価
□ 進展なし  

業

   

■ 維持　□ 

文

拡大 引続き予算通り事

化

業を行って行き、緊急

部

時に速やかに対応でき

農

る体制を整えていく。

政

事業区分 □ 自治事務

課

   □ 法定受託 

作

  □ その他
今後の

成

方向性 □ 縮小　□ 

日

改善
（改善措置等）□

令

 休止　□ 終了
計画

和

対象 □ 実施計画査定

　

対象  □ 行政改革

４

対象 
□ 廃止　　　

年

　 

※決算額について

　

は、端数処理により、

８

他資料の決算額と差異

月

が生じている場合もあ

　

ります。

５日

概 施



策名 農業 基

No. 事

本

務事業名 活動内容 コス

目

ト（事業費：千円）

幸

標

原揚水機場維持管理事

交

業 令和　２年度 令和　

流

３年度 令和　３年度 令

と

和　４年度 令和　２年

賑

度 令和　３年度 令和　

わ

３年度 令和　４年度
活

い

動指標名 単位
実績 計画

の

実績 計画 決算 当初予算

あ

決算 当初予算
全体事業

る

概要
①

設備点検委託 回

ま

1 1 1
農業用水の安定

ち

供給により、地域農業

要

の育成及び経営
の安定

施

を図るため、揚水施設

策

及び用水路の維持管理

の

補 0 1,503 1,3

目

32 4,511
修を実

的

施する。
②

ポンプ槽清

地

掃管理業務委 回 1 1 1

域

託

令和　５年度の優先

の

度

③
修繕 件 1 1 1

10

特

　□ Ａ　　　 □ 

性

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

を

　 □ Ｄ　

例年実施

生

している、電気設備点

か

検及びポンプ槽清掃業

し

務委託に加えて３号水

た

中ポンプの分解修繕を

農

実施した。
■ 計画ど

業

おり   
令和　３年

に

度
□ 遅延     

よ

    
の評価

□ 進

る

展なし     

□ 

農

維持　■ 拡大 設備の

業

経年により、今後修繕

者

箇所が増加する傾向に

の

ある。令和４年度は逆

経

止弁の更新を予定して

営

いる。
事業区分 □ 自

の

治事務   □ 法定

安

受託   □ その他

定

今後の方向性 □ 縮小

と

　□ 改善
（改善措置

所

等）□ 休止　□ 終

得

了
計画対象 □ 実施計

向

画査定対象  □ 行

上

政改革対象 
□ 廃止

、

　　　　 

生産力の強化により、地域農業を活性化させること。

施策の方向 農業基盤整備の推進

各活動指標により、計画値を達成したものと達成できなかったものがそれぞれあるが、概ね計画通り進められたと考える。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も継続して進めていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

松毛川排水機場維持管理事業 令和　２年度 令和　３年度 令和　３年度 令和　４年度 令和　２年度 令和　３年度 令

5

和　３年度 令和　４年

頁

度
活動指標名 単位

実績

令

計画 実績 計画 決算 当初

和

予算 決算 当初予算
全体

 

事業概要
①

修繕 件 1 2

3

1
流域の農用地の浸水

年

被害を未然に防止する

度

ため、排水
機場施設の

　

適正管理を行い、正常

　

な排水機能を確保す 0

事

6,324 6,165

務

5,867
る。

②
保守

事

運営委託 件 5 5 5

令和

業

　５年度の優先度

③9

評

　□ Ａ　　　 □ 

価

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

表

　 □ Ｄ　

適切な施

（

設運営が出来ている。

個

修繕内容を精査した結

票

果、2件実施になった

）

。
■ 計画どおり  

課

 
令和　３年度

□ 遅

名

延         

産

の評価
□ 進展なし 

業

    

■ 維持　□

文

 拡大 引続き保守・点

化

検を実施し、適切な施

部

設運営に努める。
事業

農

区分 □ 自治事務  

政

 □ 法定受託   

課

□ その他
今後の方向

作

性 □ 縮小　□ 改善

成

（改善措置等）□ 休

日

止　□ 終了
計画対象

令

□ 実施計画査定対象

和

  □ 行政改革対象

　

 
□ 廃止　　　　 

４

※決算額については、

年

端数処理により、他資

　

料の決算額と差異が生

８

じている場合もありま

月

す。

　５日

概 施



策

ます。

名 農業 基本目標 交流と

No.

賑

事務事業名 活動内容 コ

わ

スト（事業費：千円）

い

県単土地改良事業 令和

の

　２年度 令和　３年度

あ

令和　３年度 令和　４

る

年度 令和　２年度 令和

ま

　３年度 令和　３年度

ち

令和　４年度
活動指標

要

名 単位
実績 計画 実績 計

施

画 決算 当初予算 決算 当

策

初予算
全体事業概要

①

の

県単土地改良工事 件 0

目

0 1
様々な県費補助金

的

メニューから採択基準

地

に合う農業施
設の整備

域

、更新や長寿命化等の

の

事業を実施する。 0 0

特

0 0

②

令和　５年度の

性

優先度

③12 　□ Ａ

を

　　　 □ Ｂ　　　

生

 □ Ｃ　　　 □ 

か

Ｄ　

新型コロナウイル

し

ス感染症等の影響によ

た

り、市財政状況を踏ま

農

え新規事業の申請を取

業

りやめた。
□ 計画ど

に

おり   
令和　３年

よ

度
□ 遅延     

る

    
の評価

■ 進

農

展なし     

□ 

業

維持　□ 拡大 市財政

者

的に優位になるよう、

の

県単よりも補助率の高

経

い国庫補助で事業実施

営

が可能か、事業規模や

の

内容を精査して
事業区

安

分 □ 自治事務   

定

□ 法定受託   □

と

 その他
今後の方向性

所

□ 縮小　□ 改善 い

得

く。
（改善措置等）□

向

 休止　■ 終了
計画

上

対象 ■ 実施計画査定

、

対象  □ 行政改革

生

対象 
□ 廃止　　　

産

　 

力の強化により、地域農業を活性化させること。

施策の方向 農業基盤整備の推進

各活動指標により、計画値を達成したものと達成できなかったものがそれぞれあるが、概ね計画通り進められたと考える。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も継続して進めていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

農業・観光・環境水利施設整備事業 令和　２年度 令和　３年度 令和　３年度 令和　４年度 令和　２年度 令和　３

6

年度 令和　３年度 令和

頁

　４年度
活動指標名 単

令

位
実績 計画 実績 計画 決

和

算 当初予算 決算 当初予

 

算
全体事業概要

①
管渠

3

補強延長 ｍ 0 0 0
源兵

年

衛川、蓮沼川の水源と

度

なっている東レ㈱三島

　

工場
からの温調水は、

　

温調水管渠により送水

事

されている。 0 0 0 0

務

温調水管渠は、昭和4

事

0年の完成から長期間

業

が経過して
②いるため

評

、老朽化が懸念されて

価

いることから、平成2

表

9
年に管渠内部の調査

（

を行った。この結果に

個

基づき東レ 令和　５年

票

度の優先度
温調水管渠

）

補強工事を実施する。

課

③11  　□ Ａ　　

名

　 □ Ｂ　　　 □

産

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

業

農地受益面積や事業規

文

模が大きいため、県営

化

事業として採択される

部

見込み。
□ 計画どお

農

り   
令和　３年度

政

□ 遅延      

課

   
の評価

■ 進展

作

なし     

□ 維

成

持　□ 拡大 管路の適

日

切な利用に努める。
事

令

業区分 □ 自治事務 

和

  □ 法定受託  

　

 □ その他
今後の方

４

向性 □ 縮小　□ 改

年

善
（改善措置等）□ 

　

休止　■ 終了
計画対

８

象 ■ 実施計画査定対

月

象  □ 行政改革対

　

象 
□ 廃止　　　　

５

 

※決算額については

日

、端数処理により、他

概

資料の決算額と差異が

施

生じている場合もあり


